
  田辺市人権施策基本方針改定版（素案）に対する意見公募（パブリックコメント）の実施結果について 

 平成３１年３月２８日 

１．実施結果の概要 

     （１）実施期間 

        平成 31 年３月７日（木）～平成 31 年３月 22 日（金） 

 

  （２）意見の提出状況 

     提出者数   １人 

     意見数   １４件 

 

２．いただいた意見と田辺市の考え方 

   いただいたご意見の概要と市の考え方は、次のページからの表のとおりです。 

   なお、提出されたご意見は、田辺市意見公募手続実施要綱第７条第２項第１号の規定により、「提出された意見の概要」について公表すること

としております。 

 

 

     （表中の３つの番号について） 

    意見者  ： ご意見をいただいた方ごとに整理をした番号です。 

       意見番号 ： 各ご意見に対応する番号です。   

    ページ  ： ご意見に対応する基本計画（素案）のページ番号です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



田辺市人権施策基本方針改定版（素案）に対する意見公募（パブリックコメント）の実施結果について 
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1 1 19 

 

 

⑤消防・警察職員 

３行目以降について、 

「このため、それぞれの職務の遂行にあたって人権に配慮した適切な対応が

出来るよう、又、各種関係機関と連携を密にしていけるよう支援に努めます。」 

でよいのではと考えますがいかがですか。 

（理由） 

人権に配慮した適切な対応は、消防職員だけでなく、警察職員にも必要だと

思いますし「女性や少年等に対して、その特性を」とありますが、女性や少年

に特化する必要があるのか、少し疑問に感じますので。 

警察職員の部分に、「人権を尊重した適切な対応」につ

いて、追記することとします。 

また、警察への相談者等においては、様々な事情を持

っている場合が多く、それぞれの違いに配慮した対応を

図ることが必要となります。「女性の相談者には、女性の

職員の方が話しやすいのではないか」、「少年には、寄り

添って、話を聞く必要があるのではないか」等、特に配

慮が必要な方への対応についての記載は必要であると考

えています。 

特定の職業に従事する者に対しての人権教育・啓発と

して、わかりやすく丁寧な内容となるよう検討させてい

ただきます。 

1 2 19 

 

 

⑥市議会議員 

 「その議会の議員は市民の代表者として、」を「そのため議員は市民の代表者

として、」と、「市の行政全般に広く視点を向けて、」を「市の行政全般に広い視

野をもって、」としてはどうか。 

（理由） 

「議会」は不要ではないか。「広い視点を向けて」という言い方が少し気にな

ります。 

 項目が「市議会議員」となっており、他の項目の記載

と合わせるため、「その議会の議員」を「そのため、市議

会議員」と修正します。 

 「市の行政全般に広く視点を向けて、」については、広

く全体を見ることが大切であるため、ご意見のとおり

「市の行政全般に広い視野をもって、」とするよう考えて

います。 

1 3 20 

 

 

相談・支援事業の推進 

 各種相談窓口が具体的に表記されていれば、わかりやすいと思います。 

 基本方針は長期間の施策の方向性を示すもので、各種

相談窓口のような変更等があることについては、具体的

な表記はしておりません。なお、相談窓口については、

広報誌やホームページ等に、最新の状況を掲載させてい

ただいております。 
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1 4   「参画」という言葉が、あちこちに出てきますが 、「参加」と「参画」の意

味がわからない市民の方もいらっしゃると思うので、説明があってもよいので

はないかと思う。 

（理由） 

 意味に大きな違いがあるため。 

 用語の解説において、「参画」と「参加」の違いがわか

るよう説明を入れていきたいと考えています。 

1 5 27 

 

 

 

女性の人権 （２）現状と課題 

 「世界経済フォーラムが公表している男女格差（ジェンダーギャップ）の国

別ランキングで、日本は毎年『男女の平等度がかなり低い国』という評価を受

けており、2016 年の順位は 144 ヶ国中 111 位」であることを記載して頂ければ

と思います。（例：日本衆議院議員の女性比率 10.1％など） 

（理由） 

 「最近女性が強くなって…」とか言う方があちこちでいらっしゃいますが、

世界的にみて、日本がいかに男性優位社会であるかが数値で表されているとわ

かるのではないか。 

 基本方針は、市の人権施策の方向性を示すものである

ため、詳細な数値を記載する場合は、世界経済フォーラ

ムの公表のような世界における日本の順位だけではな

く、国や県と田辺市の数値を比較する必要であると考え

ます。 

ご意見をいただいた詳細なデータについては、個別の

学習会や啓発活動等でわかりやすく示していくよう、関

係各課と連携を取っていきたいと考えています。 

1 6 30 

 

 

子どもの人権 （２）現状と課題 

 紀南児童相談所での相談件数は。（田辺市内の） 

（理由） 

 全国の児童相談所件数と、田辺市の家庭児童相談室での対応件数があげられ

ていますが、若し紀南児童相談所での田辺市内の件数がわかれば。 

 紀南児童相談所での田辺市内の虐待相談件数を追記す

ることとします。 

1 7 39 

 

 

質問です。 

「制度的バリア」の項目に、補助犬と一緒にレストランやスーパーに入れな

いとありますが、平成 14 年 10 月１日に「身体障害者補助犬法」が施行され、

同伴の拒否が出来ないのではないでしょうか。とすれば、「なかなか受け入れて

もらえない現状にあり」などの表現の方が良いのではないか。 

 ご意見をいただいた内容を参考にさせていただき、「施

設へ入れない」を「施設へ入れるにもかかわらず受け入

れが不十分」と修正をしていきたいと考えています。 
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1 8 39 

 

 

文化・情報面のバリア 

 「講演会などで手話通訳や要約筆記がないなど」とありますが、最近手話通

訳だったり、パソコン要約がつくことも増えてきたので、「ない」ではなく、

「設置が不十分」とか「まだまだ整備されていない」などと、表現を変えても

良いのかと思う。 

 ご意見をいただいた内容を参考にさせていただき、「要

約筆記がない」を「要約筆記が不十分」と修正をしてい

きたいと考えています。 

1 9 56 

 

 

災害と人権 

 下から 16 行目から「障害のある人の中には」として「言語障害」があげられ

ていますが、「言語障害」より「発達障害」をあげた方がよいと思います。字数

が多くなっても構わないなら、双方あげてもよいと思います。 

（理由） 

 「発達障害」をあげた理由として、言語障害の方より、災害時、通常と違う

雰囲気、生活の場となるため、パニック障害を起こす人が多くなるのでは、と

思うので、より周りの方の理解が必要になってくると思います。  

ご意見をいただいた内容を参考にさせていただき、「発

達障害」について、追記するよう考えています。 

 

1 10 56 

 

 

災害と人権 

 避難所運営には、女性の参画が必要であることを入れた方が良いと思いま

す。 

（理由） 

 現状、自治会組織においては、ほとんど男性中心であり、災害時もそのまま

移行する事が多いと思われるので、女性の参画は是非必要。東北大震災後実際

運営に携わった方からは「不可欠」とのお話も伺いました。 

ご意見をいただいた内容を参考にさせていただき、「現

状と課題」に、避難所運営における女性の参画を推進

し、男女双方の視点等に配慮する必要があるという表現

を加えたいと考えています。 

1 11 59 

 

 

環境と人権  

ＳＤＧｓについては、私も関心があり一人一人取り組むべき課題とは思いま

すが、もうひとつテーマの「環境と人権」、この文面ではピンとこない感じがあ

ります。 

 ＳＤＧｓは、貧困や不平等、格差、気候変動などの

様々な問題を解決することを目的とした国際目標で、世

界人権宣言の精神を引き継ぎ、すべての人の尊厳と平等

を掲げたものです。 

 人権全般における、国際的な動向として重要であると

考えていますが、記載が多くある環境と人権の項目に、

解説を入れることとしております。  
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1 12   冊子の目次の項やＰ８～９は見やすいのですが、Ｐ３～６等、一字一字見れ

ばフォントが大きくてよいのですが、全体的に見ると、文字が拡散した感じで

又、間がないこともあり読みづらく思います。 

 題字とそれに関しての文章の字の大きさを変えた方がよいように思います。

そして、字を小さくして空いた分、句点「。」のあとは改行してもらえたらと思

います。 

ご意見をいただいた内容を参考にさせていただき、文

字間隔、行間隔を調整する等、読みやすくなるように、

修正をしていきたいと考えています。 

 

1 13 61 

 

 

性的少数者の人権 

 今は、ＬＧＢＴからＬＧＢＴＱへ。 

 Ｑの意味は、①Ｑｕｅｅｒ（クイア）セクシュアルマイノリティ全般を表し

た言葉。②Ｑｕｅｓｔｉｏｎｉｎｇ（クエスチョニング）自分の性の在り方を

はっきり決められなかったり、迷ったりしている人、又決めないとしている人

のこと。 

 文部科学省は 2015 年４月、初めて性的少数者の子どもに配慮するよう都道府

県教育委員会に通知し、2016 年には教員向けの手引きも公開。 

 62 頁の図について、61 頁の文章でわかるので、わざわざ図解の必要はないよ

うに思います。ハート型を書き、一見わかりやすく性的指向を表しているよう

にみえますが、若し私が当事者としたらあまり良い気分になりません。 

 それよりも、性分化疾患の症例をあげたり、性同一性障害が思春期に与えた

危機としての「不登校となった 24.4％」、「自殺を考えた 68.7％」、「自傷・

自殺未遂 20.6％」などが見られる等、如何に周りの偏見や無理解・差別が大

きいか、その事により、心に大きな痛手を受け、生きづらさを抱いているかを

知らせ啓発していくことが大切かと思います。  

 性的少数者については、ＬＧＢＴだけではあてはまら

ない人がいるため、Ｑ（クエスチョニング）を加え、図

解を削除することとします。 

 また、ご意見のような詳しい情報により、性的少数者

についての、無理解や偏見、差別により、生きづらさを

感じていることを知らせることは、大切であると考えて

おりますが、基本方針では、性的指向や性自認につい

て、正しく知っていただき、市の施策の基本的な考え方

をわかりやすく示すこととしております。詳しい症例や

数値などについては、個別の研修会や啓発活動等で示し

ていくよう考えております。 

1 14 33 

 

 

 

子どもの人権 ⑥子育てしやすい環境づくり 

 「「子どもは社会の宝」であるとの認識で、」の後に、「母（父）親１人で育児

を担うワンオペ育児を防ぎ」を追記してはいかがでしょうか。 

 ワンオペ育児の状況となっている環境については、支

援が必要となる問題であると考えております。 

 しかし、「子育てしやすい環境づくり」については、ワ

ンオペ育児の家庭だけではなく、すべての子どもに対し

て、家庭、学校、地域が一体となって子育てを支援する

環境づくりの推進が必要であると考えております。 


